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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期
第２四半期
連結累計期間

第43期
第２四半期
連結累計期間

第42期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年９月30日

自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

売上高 (千円) 9,886,776 9,529,810 20,400,059

経常利益又は経常損失（△） (千円) △3,029 △59,841 63,431

親会社株主に帰属する四半期（当期）純損

失（△）
(千円) △2,848 △96,953 △308,352

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △9,915 △99,491 △309,010

純資産額 (千円) 4,759,265 4,361,662 4,460,169

総資産額 (千円) 16,523,924 16,755,846 17,353,997

１株当たり四半期（当期）純損失（△） （円） △0.45 △13.31 △45.72

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 28.8 26.0 25.7

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) △226,407 △336,362 263,230

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △492,282 △137,580 △835,443

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 1,053,181 △104,270 1,890,860

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高
(千円) 2,799,348 3,205,292 3,783,505

 

回次
第42期
第２四半期
連結会計期間

第43期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2018年７月１日
至2018年９月30日

自2019年７月１日
至2019年９月30日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △0.32 △6.36

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善により緩やかな回復基調にあるも

のの、米中貿易摩擦が世界経済に与える影響や消費税増税及び年金問題などの将来不安から、先行き不透明な状況

が続いております。

当社グループを取り巻く事業環境は、動画や音楽配信、スマートフォン等による時間消費の多様化の影響を受

け、雑誌やレンタルの市場縮小が続く一方、楽しさや学び、健康等を大切にするライフスタイルの定着により、新

たな市場が広がりをみせています。

このような経営環境のもと、当社グループは新本と古本を併売するハイブリッド型書店を核として、ＤＶＤ・Ｃ

Ｄのレンタルや文具・雑貨などの販売部門を顧客のニーズの変化にあわせて展開するとともに、学びたい、健康に

なりたいといったニーズにあわせてフィットネス、教室等を併設した店舗を「ブックバラエティストア」として展

開を進めております。

当第２四半期連結累計期間においては、アクロスプラザ恵那店（岐阜県恵那市）の移転増床をおこないました。

一方で、砂田橋店、東戸塚校を閉店したことから、第２四半期末時点で79店舗３校となりました。また、養老店

（岐阜県養老郡）、知立店（愛知県知立市）の２店舗に「スポーツクラブアクトスWill_G（ウィルジー）」を導

入し、フィットネス導入店舗は10店舗となりました。

オペレーション面では、前年度に引き続きレンタル専用セルフレジを７店舗、物販・レンタルを同時に取扱い可

能な統合セルフレジを12店舗（レンタル専用からの切り替えを含む）に導入し、セルフレジ導入店舗は36店舗とな

りました。また、営業時間の見直しを９店舗でおこなうなど、収益力強化のために抜本的な生産性向上策を進めて

おります。

また、本年創業60周年を迎えた当社グループは、お客様への感謝を伝えるために４月からノベルティグッズのプ

レゼントキャンペーンを開始するとともに、７月には「三洋堂書店60周年記念サイト」を開設いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高95億29百万円（前年同四半期比3.6％減）、営業損失

89百万円（前年同四半期は営業損失９百万円）、経常損失59百万円（前年同四半期は経常損失３百万円）、親会社

株主に帰属する四半期純損失96百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失２百万円）となりまし

た。

 

②財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は167億55百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億98百万円減

少いたしました。これは主に、現金及び預金の減少などにより流動資産が５億16百万円減少したこと、投資その他

の資産の減少などにより固定資産が82百万円減少したことによるものであります。

負債につきましては123億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億99百万円減少いたしました。これは主

に、支払手形及び買掛金が減少したことから流動負債が２億63百万円減少し、長期借入金の返済が進んだことなど

から固定負債が２億36百万円減少したことによるものであります。

純資産につきましては43億61百万円となり、前連結会計年度末に比べ98百万円減少いたしました。

 

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は94億46百万円（前連結会計年度末比5.2％減）となり、

５億16百万円減少いたしました。これは主に、現金及び預金が４億26百万円減少したことによるものであります。

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は73億９百万円（同1.1％減）となり、82百万円減少いた

しました。これは主に、投資その他の資産が１億14百万円減少したことによるものであります。
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（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は86億53百万円（同3.0％減）となり、２億63百万円減少

いたしました。これは主に売上減少に伴う仕入の減少により支払手形及び買掛金が５億10百万円減少した一方で、

短期借入金が１億99百万円増加したことによるものであります。

（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は37億41百万円（同5.9％減）となり、２億36百万円減少

いたしました。これは主に、長期借入金の返済による減少が２億64百万円あったことによるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は43億61百万円（同2.2％減）となり、98百万円減少いたし

ました。また、自己資本比率は、前連結会計年度末の25.7％から26.0％になりました。

 

③セグメントごとの経営成績の状況

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

ⅰ 個人顧客事業

個人顧客事業の売上高は、新規事業部門、文具・雑貨・食品部門、古本部門、ＴＶゲーム部門が健闘いたしまし

たが、他の各部門で厳しい推移が続き、全体では93億78百万円（前年同四半期比3.9％減）となりました。また、

移転増床やフィットネス事業の拡大を進めたため、関連する経費が増加したことから、セグメントの営業損失は71

百万円（前年同四半期は営業利益22百万円）となりました。

個人顧客事業の主要な部門の売上高は、書店部門59億55百万円、レンタル部門10億38百万円、文具・雑貨・食品

部門９億10百万円、セルＡＶ部門６億52百万円、古本部門３億17百万円、ＴＶゲーム部門２億87百万円、新規事業

部門２億15百万円となりました。

増収部門の売上高前年同四半期比は、文具・雑貨・食品部門が0.2％増、古本部門が4.2％増、ＴＶゲーム部門が

1.2％増と堅調でした。また、新規事業部門は、フィットネス事業が売上に貢献したことから、83.0％増となりま

した。

同様に減収部門は、書店部門が4.2％減、レンタル部門が15.3％減、セルＡＶ部門が6.2％減と、主要部門で減収

となりました。これらの部門につきましては、マーケット縮小の影響が大きく、今後も減収傾向は続くと考えてお

ります。

 

ⅱ サービス販売事業

不動産賃貸収入、自動販売機収入、受取手数料、保険代理業収入などによるサービス販売事業の売上高は、１

億49百万円（前年同四半期比14.4％増）となり、セグメントの営業利益は１億５百万円（同10.9％増）となりま

した。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

５億78百万円減少し、32億５百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は３億36百万円（前年同四半期比48.6％増）となりました。主な収入要因は減

価償却費が１億95百万円、たな卸資産の減少が１億１百万円であり、一方、主な支出要因は税金等調整前四半期

純損失が59百万円、仕入債務の減少による支出が５億10百万円、その他の減少額が96百万円であったことによる

ものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は１億37百万円（前年同四半期比72.1％減）となりました。これは主に有形固

定資産の取得による支出が１億64百万円であったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は１億４百万円（前年同四半期は10億53百万円の獲得）となりました。これは

主に短期借入金の純増加額が１億99百万円であったこと、一方で長期借入金の返済による支出が３億４百万円で

あったことによるものであります。

 

（３）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。
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（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,200,000

計 19,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,400,000 7,400,000
東京証券取引所ＪＡＳＤ

ＡＱ（スタンダード）

単元株式数

100株

計 7,400,000 7,400,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2019年７月１日～

2019年９月30日
－ 7,400,000 － 1,986,000 － 1,712,533
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（５）【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

㈱トーハン 東京都新宿区東五軒町６番24号 2,658,000 36.49

㈲日和エステート 名古屋市千種区日和町５丁目35番地 1,714,000 23.53

加藤 和裕 名古屋市千種区 741,100 10.17

三洋堂ホールディングス取引先持株会 名古屋市瑞穂区新開町18番22号 203,800 2.79

豊田信用金庫 愛知県豊田市元城町１丁目48番地 203,600 2.79

三洋堂ホールディングス従業員持株会 名古屋市瑞穂区新開町18番22号 128,089 1.75

加藤憲ホールディングス㈱ 名古屋市中区上前津１丁目４番10号 70,000 0.96

朝倉 潤真 愛知県日進市 67,000 0.91

㈱ゲオホールディングス 名古屋市中区富士見町８番８号 60,000 0.82

㈱ＪＰホールディングス 名古屋市東区葵３丁目15番31号 40,300 0.55

計 － 5,885,889 80.81

（注）１．加藤和裕は、上記以外に三洋堂ホールディングス役員持株会における持分として36株を保有しております。

２．株式会社トーハン、加藤憲ホールディングス株式会社、及び株式会社ゲオホールディングスは、上記以外に三

洋堂ホールディングス取引先持株会における持分としてそれぞれ13,143株、9,267株、及び6,804株を保有して

おります。

３．上記のほか、自己株式が116,606株あります。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 116,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,282,400 72,824 －

単元未満株式 普通株式 1,000 － －

発行済株式総数  7,400,000 － －

総株主の議決権  － 72,824 －

 

②【自己株式等】

    2019年９月30日現在

所有者の
氏名又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱三洋堂ホールディングス
名古屋市瑞穂区

新開町18番22号
116,600 － 116,600 1.57

計 － 116,600 － 116,600 1.57

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,580,223 3,153,722

売掛金 136,258 130,028

商品 5,799,058 5,676,938

その他 447,087 485,835

流動資産合計 9,962,628 9,446,524

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,846,754 1,844,949

土地 2,509,504 2,509,504

その他（純額） 520,973 557,349

有形固定資産合計 4,877,232 4,911,803

無形固定資産 115,564 113,327

投資その他の資産 2,398,571 2,284,190

固定資産合計 7,391,368 7,309,321

資産合計 17,353,997 16,755,846

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,748,680 7,238,626

短期借入金 － 199,000

1年内返済予定の長期借入金 573,400 533,752

未払法人税等 3,813 16,718

賞与引当金 46,518 71,828

ポイント引当金 142,230 128,960

資産除去債務 17,851 3,905

その他 384,153 460,295

流動負債合計 8,916,647 8,653,085

固定負債   

長期借入金 2,945,886 2,681,370

退職給付に係る負債 325,743 332,977

資産除去債務 621,449 630,845

その他 84,101 95,905

固定負債合計 3,977,180 3,741,098

負債合計 12,893,828 12,394,184
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,986,000 1,986,000

資本剰余金 1,720,996 1,721,244

利益剰余金 750,203 653,249

自己株式 △100,520 △100,520

株主資本合計 4,356,679 4,259,974

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 95,718 94,276

退職給付に係る調整累計額 7,715 6,664

その他の包括利益累計額合計 103,433 100,940

非支配株主持分 56 747

純資産合計 4,460,169 4,361,662

負債純資産合計 17,353,997 16,755,846
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

売上高 9,886,776 9,529,810

売上原価 6,856,880 6,572,444

売上総利益 3,029,895 2,957,365

販売費及び一般管理費 ※ 3,039,765 ※ 3,047,123

営業損失（△） △9,869 △89,757

営業外収益   

受取利息 1,875 5,131

受取配当金 3,455 3,551

受取保険金 5,336 6,049

協賛金収入 5,567 2,472

排出権収入 － 7,721

その他 10,223 14,601

営業外収益合計 26,458 39,528

営業外費用   

支払利息 7,688 9,239

株式交付費 11,630 －

その他 298 373

営業外費用合計 19,617 9,612

経常損失（△） △3,029 △59,841

特別利益   

固定資産売却益 11,669 1,100

特別利益合計 11,669 1,100

特別損失   

固定資産除却損 1,445 327

特別損失合計 1,445 327

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
7,193 △59,068

法人税、住民税及び事業税 6,036 6,404

法人税等調整額 4,071 31,525

法人税等合計 10,107 37,930

四半期純損失（△） △2,913 △96,998

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △64 △45

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △2,848 △96,953
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

四半期純損失（△） △2,913 △96,998

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5,811 △1,441

退職給付に係る調整額 △1,189 △1,051

その他の包括利益合計 △7,001 △2,492

四半期包括利益 △9,915 △99,491

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △9,850 △99,446

非支配株主に係る四半期包括利益 △64 △45
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
7,193 △59,068

減価償却費 176,179 195,046

のれん償却額 2,000 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 18,751 25,310

ポイント引当金の増減額（△は減少） △13,360 △13,270

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3,452 5,718

受取利息及び受取配当金 △5,331 △8,682

支払利息 7,688 9,239

株式交付費 11,630 －

固定資産売却損益（△は益） △11,669 △1,100

固定資産除却損 1,445 327

売上債権の増減額（△は増加） 6,176 6,230

たな卸資産の増減額（△は増加） 63,861 101,852

仕入債務の増減額（△は減少） △325,802 △510,053

その他 △137,464 △96,588

小計 △195,247 △345,038

利息及び配当金の受取額 3,457 3,552

利息の支払額 △7,405 △8,908

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △27,212 14,032

営業活動によるキャッシュ・フロー △226,407 △336,362

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △492,391 △164,159

有形固定資産の売却による収入 6,190 1,100

有形固定資産の除却による支出 △33,558 △20,608

無形固定資産の取得による支出 △5,245 △2,353

差入保証金の差入による支出 △10,675 △6,251

その他 43,396 54,690

投資活動によるキャッシュ・フロー △492,282 △137,580

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 199,000

長期借入金の返済による支出 △326,672 △304,164

株式の発行による収入 1,379,969 －

その他 △116 893

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,053,181 △104,270

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 334,490 △578,213

現金及び現金同等物の期首残高 2,464,857 3,783,505

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,799,348 ※ 3,205,292
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
　　至 2018年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

ポイント引当金繰入額 13,110千円 15,485千円

給料及び手当 1,167,152 1,195,029

賞与引当金繰入額 69,930 71,828

退職給付費用 11,464 11,407

減価償却費 164,472 157,482

地代家賃 556,978 541,360

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

現金及び預金勘定 2,608,931千円 3,153,722千円

流動資産「その他」（預け金） 190,416 51,569

現金及び現金同等物 2,799,348 3,205,292

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2018年８月31日付で、株式会社トーハンから第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、

当第２四半期連結累計期間において資本金が696,000千円、資本剰余金が695,600千円増加し、当第２四半期

連結会計期間末において資本金が1,986,000千円、資本剰余金が1,720,996千円となっております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 

個人顧客
事業

サービス
販売事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 9,754,655 131,014 9,885,670 1,106 9,886,776 － 9,886,776

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 300 300 △300 －

計 9,754,655 131,014 9,885,670 1,406 9,887,076 △300 9,886,776

セグメント利益 22,676 95,153 117,830 622 118,452 △128,322 △9,869

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、法人顧客事業を含んでおりま

す。

２．セグメント利益の調整額△128,322千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 

個人顧客
事業

サービス
販売事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 9,378,207 149,861 9,528,068 1,741 9,529,810 － 9,529,810

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 300 300 △300 －

計 9,378,207 149,861 9,528,068 2,041 9,530,110 △300 9,529,810

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
△71,394 105,516 34,121 486 34,607 △124,365 △89,757

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、法人顧客事業を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額△124,365千円は、各報告セグメントに配分していな

い全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま

す。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

１株当たり四半期純損失（△） △0.45円 △13.31円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）
△2,848 △96,953

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失（△）（千円）
△2,848 △96,953

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,283 7,283

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  2019年11月12日

株式会社三洋堂ホールディングス   
 

取締役会　御中   

 

 三優監査法人  

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　寛尚　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 八代　英明　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社三洋堂

ホールディングスの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019年７月１日

から2019年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三洋堂ホールディングス及び連結子会社の2019年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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